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次の学部において, 第２志望, 第３志望又は第４志望までを出願することができる｡

１ 教育学部 (前期日程)

� 学校教育教員養成課程の初等教育コース (以下 ｢初等教育｣), 中等教育コース (以下 ｢中

等教育｣) と特別支援教育教員養成課程 (以下 ｢特別支援教育｣) の間で第３志望まで認める｡

� 中等教育文系グループ (国語・社会・英語) の間で第３志望まで認める｡ ただし, 初等教

育又は特別支援教育を同時に志願する場合, 全体で第３志望までしか志願できない｡ (下記

例１)

� 中等教育理系グループ (数学・理科・技術・家政) の間で第２志望まで認める｡ ただし,

初等教育又は特別支援教育を同時に志願する場合, 全体で第３志望までしか志願できない｡

(下記例２)

� 中等教育文系グループ (国語・社会・英語) と理系グループ (数学・理科・技術・家政)

の組み合わせでは志願できない｡

� 初等教育又は特別支援教育を第１志望とする者のうち, 第２志望又は第３志望で中等教育

の文系グループ (国語・社会・英語) を志願する者は, 『文系受験型』 の教科・科目等を必

ず選択すること｡ (下記例３) (��～��頁���～��頁参照)

� 初等教育又は特別支援教育を第１志望とする者のうち, 第２志望又は第３志望で中等教育

の理系グループ (数学・理科・技術・家政) を志願する者は, 『理系受験型』 の教科・科目

等を必ず選択すること｡ (下記例４) (��～��頁���～��頁参照)

� 第１志望～第３志望の中に中等教育の英語を含める場合, 個別学力検査では ｢英語｣ を必

ず選択すること｡ (下記例１, 例３, 例６)

２ 理学部 (後期日程)

全学科間で, 第２志望を認める｡

次の学科を第１志望又は第２志望に含める場合は, 大学入試センター試験の理科において,

本学が指定する次の科目を必ず選択すること｡

３ 工学部 (前期日程・後期日程)

全学科間で, 第２志望及び第３志望を認める｡
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第１志望 第２志望 第３志望
初等教育又は特別支援教育

第１志望者の教科・科目等

例１ 中等教育・英語 中等教育・国語 特別支援教育

例２ 中等教育・理科 中等教育・技術 初等教育

例３ 初等教育 中等教育・英語 特別支援教育 文系受験型

例４ 特別支援教育 中等教育・数学 理系受験型

例５ 中等教育・家政

例６ 中等教育・社会 中等教育・英語 中等教育・国語

例７ 初等教育 文系・理系いずれでも可

例８ 特別支援教育 初等教育 文系・理系いずれでも可

学科名 大学入試センター試験の ｢理科｣ 科目

物理科学科 ｢物理｣ を必ず選択

生命化学科 ｢化学｣ 又は ｢生物｣ を必ず選択



４ 農学部 (前期日程)

国際食料資源学特別コース (農学系サブコース) は, ３学科 (農業生産科学科, 食料生命科

学科, 農林環境科学科) から第２志望を認める｡

５ 水産学部

水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) (推薦入試Ⅰ・前期日程・

後期日程) は, ３領域の間で, 第２志望及び第３志望を認める｡

国際食料資源学特別コース (水産学系サブコース) (前期日程) は, 水産学科の３領域 (水

圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) から第２～第４志望を認める｡
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医学部医学科 (前期日程・後期日程)

入学志願者数が募集人員を大幅に上回り, 個別学力検査等を適切に実施することが困難な場合

は, 大学入試センター試験の成績 (傾斜後の得点) により第１段階選抜を行うことがある｡

前期日程は募集人員 (��人) の約５倍, 後期日程は募集人員 (��人) の約８倍までを第１段階

選抜合格者とし, その合格者に対して個別学力検査等を実施する｡
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１ 前期日程

農学部国際食料資源学特別コース (農学系サブコース), 水産学部水産学科 (水圏科学領域,

水産資源科学領域, 食品生命科学領域) 及び水産学部国際食料資源学特別コース (水産学系サ

ブコース) では, 志願者の希望により東京検査場で受験できる｡

２ 後期日程

水産学部水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) では, 志願者の

希望により東京検査場で受験できる｡
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